
意見交換の内容

①「まなざし運動はこどもたちにとってどのような存在だったのでしょうか」
青少年センターを利用する子どもたちからの声（アンケート結果）を共有し、
グループで意見交換しました。

②「こどもや親を取り巻く環境変化」の共有
「子どものいる世帯数」の変化など、まなざし運動スタート時から
社会がどのように変わってきたのかを共有しました。

／／／／／／／／ ③「10年後のこどもたちはどのような
くらしをしているでしょうか」

グループ内での意見交換後、他のグループに移動して情報交換をしました。
様々な角度から多様な意見が出され、「見る角度が変われば見える未来が
こんなに変わるんだ！」と、参加者どうし多くの刺激を受け合っておられ
ました。

④「その時、こどもや親たちはどのようなまなざしを求めているでしょうか」
参加者各々が１０年後の子どもと親に思いをはせ、その時に必要な「まなざし」について
思い思いに書き出し、グループ内で共有した後、全グループで出された意見を見て回りま
した（ウォークギャラリー）。

⑤「次の10年に向けてあなたが踏み出したい第一歩は何でしょうか」
参加者各々が「踏み出したい１歩」を記載し、グループ内で共有しました。
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参加者からの意見は裏面をどうぞ。

当日の様子がサガテレビ
で放送されました。
どうぞご覧ください。⇒

スタートから１７年目を迎える「子どもへのまなざし運動」！
現在に至るまでの社会の変容や子ども（まなざしを受ける）側の受け止め等を共有し、まなざし運動の
未来について意見交換を行いました。

トークセッション（坂井市長のメッセージ）

今日は、これからの子どもの育みについて、皆さんの前向きで多様な意見を聞く

ことができ、大変楽しかったです。ここにいる皆さん一人一人がまなざし運動の
リーダーとして、それぞれの場でできる第一歩を、是非踏み出していただきたいと
思います。
そして、我々も一体となり推進していくために、これからの子どもたちにとって

何が必要なのかを常に想像しながら、このまなざし運動をさらに進化させていきた
いと思っております。

https://www.sagatv.co.jp/news/archives/2024070617105



それぞれの立場から今後やっていきたいこと（決意表明）を書いていただきました！

出てきたワードを
ＡＩテキストマイニング
してみました

～抜粋～

親子でのんびりとコミュニケーションをとれる場をつくる／地域の一員として周りと仲良くなっていきたい／幸せと

思う時間を増やしたい／挑戦を楽しむ／子どもの居場所づくり、子どもの経験の場づくり／職場体験／まなざし運

動（特別なことでない）の周知／挨拶をすることから始めたい／文化や工芸（佐賀の）伝えたい／大人が元気で

笑顔で回りの人たちを大切に思う心を持ち続ける／子どもは見よう見まねでいろいろなことを身につけていく／大

人像を育てる一助になりたい／子ども達がいろんな体験できる事を行っていきたい／こどもの「好き」を伸ばす／

たくさんの経験や触れ合いを応援していくパパに／地域の子どもたちと関われる日々／子どもの活動場づくり／上

手なあいさつや声かけ（あやしいと思われないように）のワザを身につける／ご近所さんや周囲の子どもへの声か

け／教育課程の柔軟な運用／変化を楽しめる自分に／子どもたちが未来を語り情報発信できる講座を作る／人

と人とをつなぐ役割を続けたい／取材や広報（出前活動）を行っていく／地域や学校現場を応援する／今の活動

を続けていく／頼り頼られ信頼しあい人に囲まれているそんな子育てを！／地域での活動の場を増やす／できる範

囲でできることを！／子育てのちょっとだけの先パイとしてお父さん、お母さんを支えたい／「家庭だけで抱え込まん

でいいよ」とまなざし運動を推進したい／登下校の見守り隊として子どもたちと明るい毎日を目指す／さぼる、頼る。

頑張るときはがんばる／子どもたちとたくさん関わりたい／地域の子どもたちの様子を気に掛ける／家族と会話を

する／保護者や親の育ちに寄り添う／子どもの可能性を伸ばす居場所をつくる

参加者が模造紙やＡ４用紙に書き込んだ意見だけでも３００を超えました。
これらの意見を「子どもへのまなざし運動」の今後に活かしてまいります。


